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なかのＳＤＧｓパートナー交流会

＜活動報告＞

NPO法人文化学習協同ネットワーク

まごころドーナッツの取り組み



文化学習協同ネットワークについて

文化学習協同ネットワークは、1974年より、子ども
たちの学習支援や不登校児童・生徒の居場所づく
り、若者の社会参加や就労支援を行ってきました。

ひとことで言うと、「自分らしく輝くために、学ぶ力を
育てる、働く力を身に付ける」ところです。

私たちは居場所の運営や就労研修を通して、子ど
もや青年たちが進学・復学や働くためのスキルを
学ぶだけではなく、まわりの人と協同する力を育み、
他者および自分への信頼を取り戻すよう応援して
います。



ＳＤＧｓ

ゴール

地域課題解決に向けた

取組の内容

左記の取組と

ＳＤＧｓとの関係

１
不登校や困窮世帯の子どもに対し、家庭

訪問や学習支援、居場所の提供を行って

いる。

多様な学習機会を提供することにより、

「教育の貧困」の解消に貢献している。

２

不登校やひきこもりなどによる孤立から

学びの機会を失っている子ども・若者た

ちのために学びの場を設け、様々なプロ

グラムを実施している。

多様な学習機会を提供することにより、

教育の普及に貢献している。

３

若年無業者とその家族の相談窓口を入り

口に、居場所から就労研修まで幅広いプ

ログラムを実施している。

就労の準備となる相談とプログラムの実

施により、働ける若者たちが増える。



～中野区での取り組み紹介～

中野区若者フリースペース まごころドーナッツ

中野区委託事業 運営法人／特定非営利活動法人 文化学習協同ネットワーク







居場所をベースキャンプにして社会参加へ

☆支援者や仲間と出会う安心安全な空間（避難所） 
ありのままの自分が受容され承認され、不安を超えて
安心してホッとできる時空間 

☆人と人との関係性がひらける空間（相互承認）
語り（合い）を通して、仲間や社会と出会い、自分に対する
自尊感情（自信や誇り）を獲得していく時空間 

☆自分探しの学びが生まれる空間（社会参加） 
 豊かな体験や学びを通して社会参加しながら、
 未来につながるやりたいこと（希望）が見えてくる時空間



令和5年度 利用状況

■登録者数 49人 ■延べ利用者数 1268人
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令和5年度 活動報告

◎多様なプログラムの企画（計227回実施）

◎安全安心のフリースペース
利用のペースや過ごし方を自分で決められるフリースペースを一人ひとりが
主体として利用（職員が各登録者の大まかな利用目的の把握はしている）。
毎日のように来所するメンバーもいれば月に数回というメンバーもいて、過ご
し方もスタッフや利用者同士での交流や一人で静かに作業をするなど、利用の
様子は実に多様だった。

定期的に開かれるメンバーミーティングや日常のやりとりの中で若者たちとス
タッフが話し合い、様々なプログラムを企画・実施してきた。時期によってメン
バーの顔触れが変化することもあり、手間はかかるもののリアルタイム感のあ
る充実度の高いプログラムが毎月生まれた。
また、若者たちが社会と出会う場として地域活動へのボランティア参加や地域
ゲストと交流する「はたらく大人と出会う会」を多数実施し、「地域に開かれた居
場所」としての活動も活発に行った。

日常の様子

はたらく大人と出会う会



令和5年度 活動報告

◎若者とともに生きる地域づくり

◎機関連携の広がりと深まり
週5日開所体制2年目を迎えて広報周知が進み、他の支援機関との顔の見える関係ができてきた。子
ども・若者支援センター内に位置していることや幅広く見学を受け入れていることもあり、見学者は年間
500人。登録者の紹介経路の6割が関係機関からという点にも連携強化の成果が見られる。

「地域を若者の居場所にしていく」ビジョンの
もと、プログラムでの地域参加をはじめとして
日常的な地域との交流を増やしていった。その
中でも10月実施の「まごころ祭」と3月実施の
「中野若者フォーラム」は、若者たちと地域の
つながり方を社会に発信する特徴的なイベント
となった。

まごころ祭
～つながれ！まごころドーナッツ～

中野若者フォーラム
～つながる地域と若者～



町歩きフリータイム

【活動の様子】



【活動の様子】

活動内容を考えるミーティング はたらく大人と出会う会



地域活動への参加

【活動の様子】



まごころドーナッツの特徴

フリースペース内での活動に加え、地域を活動場所とする社会参加プログラムが多
数ある。また、地域人をゲストに迎える「はたらく大人と出会う会」をはじめ、利用者以
外の多様な人々が日々来訪し、スタッフや若者たちと交流する。
このように＜地域社会とつながっている居場所＞であることが最大の特徴。（空間の
使い分けや可能な範囲内での個別サポートで、ケア的要素が必要な若者への配慮も
行っている。）

その結果、まごころドーナッツ利用者の若者たちが自らの意思で地域の様々な場所
（子ども食堂をはじめとするボランティアや、学びあいの地域活動など）につながる動き
が生まれている。これは若者たちだけの話ではなく、＜地域が若者を「地域の仲間」と
して温かく受け入れる土壌がある＞ことを意味している。

社会と地続きの若者居場所



～若者たちの歩み～
◎高校中退者が大学へ進学し、地域活動にも参加し
始めた。

◎ひきこもり状態だったが、ボランティアプログラムを
通じて知り合った子ども支援団体でアルバイトをする
ようになった。

◎就職活動や資格試験勉強の場として利用し始め、
就職後も仕事帰りや休日に利用している。

（その他）
近隣の町会長や地域団体の方などが日常的にまご
ころドーナッツに来られ、若者たちと交流してくださっ
ている。


	スライド 1
	スライド 2: 文化学習協同ネットワークについて
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15

